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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の挿入部を収容するために、鉛直方向に延びる筒状の下部槽と、
　内視鏡の操作部を収容するために、前記下部槽の上端部に連結されている上部槽と、
　前記下部槽又は前記上部槽のいずれか一方に接続された給水管と、
　前記下部槽又は前記上部槽のいずれか一方に接続された排水管と、を具備し、
　前記上部槽は、
　内視鏡の操作部を収容するために上方に向けて徐々に大径となる円錐状に形成された操
作部収容部と、
　操作部収容部の一部が側方に向けて突出して内視鏡の接続部を収容する接続部収容部が
形成されていることを特徴とする内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項２】
　前記接続部収容部は、前記接続部の先端側を外部へ導出するための切り欠き部を有して
いることを特徴とする請求項１記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項３】
　前記切り欠き部の外方には前記排水管が連通するように配置されており、
　前記切り欠き部は、前記上部槽内の液体をオーバーフローによって前記排水管に排水可
能なオーバーフロー排水部を兼ねていることを特徴とする請求項２記載の内視鏡洗浄消毒
装置。
【請求項４】
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　前記下部槽と前記上部槽の接続箇所において、内視鏡の操作部の先端部側に当接して内
視鏡を保持する保持部材が設けられていることを特徴とする請求項１～請求項３のうちの
いずれか１項記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項５】
　前記保持部材は、
　中心部に内視鏡の挿入部を挿通可能な挿通孔を有し、該挿通孔の周囲に液体の流通を可
能とする１又は複数の流通孔を有する板状の部材であることを特徴とする請求項４記載の
内視鏡洗浄消毒装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡を洗浄消毒する装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　人体の検査、治療に用いる医療機器として内視鏡がある。内視鏡は人体に挿入して用い
られるものであり、また繰り返し使用されるものであるため、使用後には必ず消毒する必
要がある。
　なお、内視鏡は、人体に挿入される部位である挿入部と、挿入部の根元に設けられて医
師等によって操作される操作部とを有している。
【０００３】
　内視鏡の洗浄消毒装置として、従来より種々のものが知られている。
　例えば、特許文献１に示されている内視鏡洗浄消毒装置では、挿入部を円形にまるめて
操作部と合わせて洗浄消毒槽内に収容している。
　また、特許文献２及び特許文献３に示されている内視鏡洗浄消毒装置では、上下方向に
延びる筒状の洗浄槽を有している。この特許文献２及び特許文献３では、内視鏡の挿入部
をまっすぐに伸ばし、先端部側を下向きにして、筒状の洗浄槽内に収容させる構成となっ
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－２０７７４２号公報
【特許文献２】特開平１０－８５１８０号公報
【特許文献３】特開２００４－６５６１２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に開示されているような内視鏡洗浄消毒装置では、装置全体が大型化してし
まうので、設置場所に制約が出てしまうとともに、コスト高の装置となってしまうという
課題がある。
　また、特許文献２の内視鏡洗浄消毒装置では、内視鏡の挿入部をまっすぐに伸ばした状
態で洗浄消毒できる構成となっており、特許文献１と比較すれば装置全体の小型化を図る
ことができる。しかし、特許文献２の構成では、内視鏡の挿入部と操作部は洗浄消毒可能
であるが、操作部から側方に延びる接続部（接続用のケーブルを含めた概念である）は洗
浄槽内に配置することができず、接続部を洗浄消毒することができないという課題がある
。
　特許文献３の内視鏡洗浄消毒装置では、内視鏡の挿入部を収容する筒状のパイプ槽の上
方に上方タンクが設けられ、上方タンク内には内視鏡の操作部が配置されているところが
図示されている。しかし、操作部から延びる接続部の配置については何ら記載されていな
い。
【０００６】
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　上述したように、従来の特許文献２及び特許文献３のように、内視鏡の挿入部をまっす
ぐ伸ばして収容する縦型の槽を有する内視鏡洗浄消毒装置においては、操作部から延びる
接続部の洗浄消毒を行うことはできなかった。
　接続部の先端部のコネクタ等まで洗浄消毒することは不要であると考えられるが、操作
部近傍の接続部については洗浄消毒を行う必要性がある。
【０００７】
　そこで本発明は上記課題を解決すべくなされ、その目的とするところは、内視鏡の挿入
部をまっすぐ伸ばして収容する縦型の槽を有する内視鏡洗浄消毒装置において、操作部か
ら延びる接続部の洗浄消毒を行うことができる内視鏡洗浄消毒装置を提供することにある
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明にかかる内視鏡洗浄消毒装置によれば、内視鏡の挿入部を収容するために、鉛直
方向に延びる筒状の下部槽と、内視鏡の操作部を収容するために、前記下部槽の上端部に
連結されている上部槽と、前記下部槽又は前記上部槽のいずれか一方に接続された給水管
と、前記下部槽又は前記上部槽のいずれか一方に接続された排水管と、を具備し、前記上
部槽は、内視鏡の操作部を収容するために上方に向けて徐々に大径となる円錐状に形成さ
れた操作部収容部と、操作部収容部の一部が側方に向けて突出して内視鏡の接続部を収容
する接続部収容部が形成されていることを特徴としている。
　この構成を採用することによって、接続部が上部槽に形成された接続部収容部に収容さ
れるので、接続部も洗浄消毒が可能である。
【０００９】
　また、前記接続部収容部は、前記接続部の先端側を外部へ導出するための切り欠き部を
有していることを特徴としてもよい。
　この構成によれば、接続部の先端は洗浄消毒する必要がない、又は洗浄消毒できない箇
所であるため、洗浄消毒するための収容部から外部に出しておくことができる。
【００１０】
　また、前記切り欠き部の外方には前記排水管が連通するように配置されており、前記切
り欠き部は、前記上部槽内の液体をオーバーフローによって前記排水管に排水可能なオー
バーフロー排水部を兼ねていることを特徴としてもよい。
　この構成によれば、切り欠き部とオーバーフロー排水部を兼ねることで構造的にシンプ
ルにすることができ、また内視鏡の接続部に沿って水流が生じるので接続部の洗浄等をよ
り確実にすることができる。そして、オーバーフローにより洗浄を行うことで、水を貯留
して洗浄する場合よりも短時間で洗浄を終わらせることができる。
【００１１】
　また、前記下部槽と前記上部槽の接続箇所において、内視鏡の操作部の先端部側に当接
して内視鏡を保持する保持部材が設けられていることを特徴としてもよい。
　この構成によれば、内視鏡は上部槽と下部槽内で確実に保持される。
【００１２】
　さらに、前記保持部材は、中心部に内視鏡の挿入部を挿通可能な挿通孔を有し、該挿通
孔の周囲に液体の流通を可能とする１又は複数の流通孔を有する板状の部材であることを
特徴としてもよい。
　この構成によれば、内視鏡は操作部の先端部が保持部材によって確実に保持されるとと
もに、消毒液等の液体の流通については支障なく行うことができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、内視鏡の操作部から延びる接続部の洗浄消毒を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明にかかる内視鏡洗浄消毒装置の全体構成を示す側面図である。
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【図２】図１における内視鏡洗浄消毒装置の正面図である。
【図３】図１における内視鏡洗浄消毒装置の平面図である。
【図４】上部槽の側面図である。
【図５】上部槽の正面図である。
【図６】上部槽の平面図である。
【図７】内視鏡洗浄消毒装置の配管系統図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　図１に本実施形態にかかる内視鏡洗浄消毒装置の側面図を、図２に正面図を、図３に平
面図を示す。
　本実施形態の内視鏡洗浄消毒装置の洗浄消毒対象の内視鏡は耳鼻咽喉用内視鏡であるが
、耳鼻咽喉用に限定するものではない。したがって、本明細書中では、耳鼻咽喉用内視鏡
であっても単に内視鏡と記載する。
　内視鏡洗浄消毒装置３０は、内視鏡１０の挿入部１１を、上下方向に伸ばした状態で収
容して内視鏡１０を洗浄消毒する装置である。
【００１６】
　まず、洗浄消毒の対象となる内視鏡１０について説明すると、内視鏡１０は医師等の操
作者が手で把持する部位である操作部１２と、被検者の体内に挿入される部位である挿入
部１１を有している。
　操作部１２からは接続部１４が延出している。本明細書では操作部１２に接続されてい
るケーブル１６を含めて、操作部１２の側面又は後面から延出している部位を接続部１４
と称している。本実施形態における内視鏡１０では、操作部１２の後方側に側面から接続
部１４が延出している。
【００１７】
　内視鏡洗浄消毒装置３０は、内視鏡１０の挿入部１１を収容する筒状の下部槽３２と、
下部槽３２の上部に連結された上部槽３４とを備えている。下部槽３２は、軸線が鉛直方
向に延びるように配置されている。下部槽３２に内視鏡１０の挿入部１１が鉛直下向きに
まっすぐ伸ばされて収容される。
【００１８】
　上部槽３４は、内視鏡１０の操作部１２を収容する操作部収容部３６と、内視鏡１０の
接続部１４を収容する接続部収容部３８とを有している。操作部収容部３６は、操作部１
２の形状に合わせた側面形状を有している。すなわち、操作部１２は、挿入部１１側に向
けて徐々に小径となっているので、操作部収容部３６は、下部槽３２方向（下方）に向け
て徐々に小径となる円錐状に形成されている。操作部収容部３６と接続部収容部３８とは
一体となるように形成されていてもよいし、別体として形成されていてもよい。
【００１９】
　上部槽３４は平面視すると、正面側に円形の操作部収容部３６が配置され、操作部収容
部３６の背面側にほぼ四角形状の接続部収容部３８が、操作部収容部３６に連結して配置
されている（図３参照）。
　また、上部槽３４は、平面視すると前方が円形、後方（背面）が四角形であるが、この
ような形状の上部槽３４の側面全体を覆うほぼ直方体状のカバー４１が設けられている。
カバー４１の上面は開口しており、このカバー４１の上面開口部を開閉自在な蓋４０が設
けられている。
【００２０】
　上部槽３４と、下部槽３２とはそれぞれ別の部材によって構成されており、上部槽３４
の操作部収容部３６の下端部と、下部槽３２の上端部とがそれぞれに形成されたねじ溝等
によって接続されている。
　なお、上部槽３４と下部槽３２の接続部分には、操作部１２を保持する保持部４３が設
けられている（図６参照）。
　本実施形態における保持部４３は、上部槽３４の下部に形成されて操作部１２の下端部
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を保持する板状の部材である。
【００２１】
　図６を参照して説明すると、保持部４３には、中心部に内視鏡１０の挿入部１１が挿通
可能な径の挿通孔４５が形成されている。また、挿通孔４５の周囲には、液体の流通を可
能とする流通孔４６が４か所に形成されている。本実施形態では、挿通孔４５と各流通孔
４６とは連通して形成されているが、挿通孔４５と各流通孔４６とは独立して形成されて
いてもよい。
【００２２】
　内視鏡１０を上部槽３４及び下部槽３２内に収容する場合には、内視鏡１０の挿入部１
１を挿通孔４５へ挿通させて挿入部を下部槽３２内に収容させる。操作部１２の下端部は
、保持部４３の上面に当接し、内視鏡１０は上部槽３４及び下部槽３２内で保持される。
【００２３】
　次に、上部槽のさらに詳細な構成について、図４～図６に基づいて説明する。
　上部槽３４の接続部収容部３８は、操作部収容部３６の背面側の上方側に形成されてい
る。接続図収容部３８内に、内視鏡１０の接続部１４が配置される。
　本実施形態では、接続部１４の先端部側を接続部収容部３８から外部へ導出するために
、上端部から下方に向けて切り欠かれた切り欠き部４８が、接続部収容部３８の背面側端
部に形成されている。
【００２４】
　接続部収容部３８の背面側は、排水管５０の上端部に接続されている。具体的には、上
記の切り欠き部４８が、接続部収容部３８に貯留された水や消毒液等のオーバーフロー排
水部を兼ねた構成となっており、オーバーフロー排水部（切り欠き部４８）からオーバー
フローによって流れ出た水が排水管５０の上面開口部内に流入する。
　排水管５０は、上面が開口した筒状の部材であって、鉛直下方に向けて延びている。
【００２５】
　なお、排水管５０の上端部にも、接続部１４の先端部側を外部に導出するための第２の
切り欠き部５２が形成されている。すなわち、本実施形態では、切り欠き部４８とオーバ
ーフロー排水部が兼用されているので、接続部１４が排水管５０の上面開口部に位置して
しまうためである。
　なお、第２の切り欠き部５２は、切り欠き部４８に対して同一直線上ではなく、側面方
向に約９０°ずれた位置に形成されている。これは、接続部１４の先端部を内視鏡洗浄消
毒装置３０の背面側で収納させるか、側面で収納させるかの相違によるものである。本実
施形態では、装置３０の側面に接続部１４の先端部側をまとめて収納する収納部５５が設
けられているので、第２の切り欠き部５２は、収納部５５が設けられている側に向けて切
り欠かれている。
【００２６】
　図７に、本実施形態にかかる内視鏡洗浄消毒装置の配管系統図を示す。
　本実施形態における内視鏡洗浄消毒装置３０は、下部槽３２の下端部に給水管５４が接
続され、洗浄時の給水は下部槽３２の下方から行われる。上述したように排水管５０は、
上部槽３４のオーバーフロー排水部に接続されているので、洗浄時の排水はオーバーフロ
ーによって上部槽３４から行われる。
【００２７】
　なお、消毒時に用いられる消毒液は、薬液タンク４４内に貯留されている。薬液タンク
４４には、エア供給管５６と、消毒液給排管５９が接続されている。
　エア供給管５６は、三方弁である制御バルブ５７に接続される。制御バルブ５７の一方
は、制御バルブ６２を介して給水管５４の中途部の分岐部６１に接続されている。制御バ
ルブ５７の他方はポンプ５８が接続されている。
　また、ポンプ５８には、エア吸排口６０と制御バルブ６５が接続されている。制御バル
ブ６５は、加圧側又は減圧側に切り替えることができるバルブである。
【００２８】
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　下部槽３２の下端部には、下部給排管６８が接続されている。下部給排管６８は、下部
槽３２の下端部からの消毒液の給排及び排水を行うための管である。下部給排管６８は、
上述した消毒液給排管５９と、外部への排水管６７とに分岐している。
　消毒液給排管５９と薬液タンク４４との中途部には、制御バルブ６４が接続されている
。制御バルブ６４の開閉によって、下部槽３２と薬液タンク４４との間を開閉することが
できる。
　また、外部への排水管６７は、制御バルブ６９を介して外部排水部７０に接続されてい
る。
【００２９】
　なお、給水管５４における、下部槽３２に接続した側と反対側の端部は、外部の水道管
８０に接続されている。また、給水管５４における分岐部６１よりも下部槽３２側には、
制御バルブ６６が設けられている。制御バルブ６６の開閉によって、外部の水道管８０か
らの給水及びバブリング時のエアの下部槽３２への供給を制御することができる。なお、
水道管８０と分岐部６１との間には手動バルブ７９が設けられている。手動バルブ７９は
、運転中は常に開としておく。
【００３０】
　なお、上部槽３４の操作部収容部３６には、水位センサ７２が設けられている。水位セ
ンサ７２は、操作部収容部３６の所定位置に設置されており、操作部収容部３６に貯留さ
れる水又は消毒液が水位センサ７２の設置位置まで達したことを検出すると、制御部７４
へ検出信号を出力する。
【００３１】
　制御部７４は、具体的には、ＣＰＵなどの中央演算装置と、中央演算装置に対して動作
を指示する制御プログラムが記憶されたメモリ等から構成されている。そして、制御部７
４には、上述した水位センサ７２と、ポンプ５８と、各制御バルブ５７、６２、６４、６
５、６６、６９とが接続されている。
　さらに、制御部７４には、操作者が操作するための操作部７６が接続されている。
　制御部７４は、予め設定された制御プログラムと、操作部７６からの入力信号と、水位
センサ７２の検出信号に基づいて、ポンプ５８と各制御バルブとの動作を制御する。
【００３２】
　以下、本実施形態の内視鏡洗浄消毒装置の動作について説明する。
　ただし、動作内容としては、以下に説明するものに限定するものではなく、動作の一例
として説明する。
　内視鏡洗浄消毒装置３０は、予備洗浄、消毒、すすぎの各動作をこの順番で実行する。
これら３つの動作を合わせて以下では洗浄消毒工程と称することがある。
【００３３】
　まず、予備洗浄動作について説明する。
　操作者が操作部７６の操作スイッチを動作させて洗浄消毒工程を開始すると、制御部７
４は、各制御バルブ５７、６２、６４、６５、６６、６９に制御信号を出力し、制御バル
ブ６６を開き、制御バルブ６２、５７、６４、６９を閉じる。制御バルブ６６が開くこと
により、水が下部槽３２の下端から導入される。下部槽３２に導入された水は上部槽３４
まで貯留される。
【００３４】
　制御部７４は、水の導入開始と同時に、制御バルブ６５を加圧側に切り替え、制御バル
ブ５７をポンプ５８と給水管５４とが連通するように開く。同時に制御部７４は、制御バ
ルブ６２を開き、ポンプ５８を駆動させる。ポンプ５８の駆動によって、エア吸排口６０
から空気が導入されて、制御バルブ５７、６２を介して給水管５４から下部槽３２内にエ
アが送り込まれる。
　エアは下部槽３２から上部槽３４まで気泡となって槽内を移動し、バブリングによる予
備洗浄が行える。
【００３５】
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　予備洗浄中は、制御バルブ６６は開いたままである。このため、予備洗浄中は、下部槽
３２から常に新しい水が導入される。そして、上部槽３４の接続部収容部３８の背面側に
形成されたオーバーフロー排水部４８から、水がオーバーフローして排水管５０に排水さ
れる。
　このように予備洗浄中は、常に水を供給し続けてオーバーフローで排水する。水を供給
し続けて洗浄を行うことで、水を貯留して洗浄する場合よりも短時間で洗浄を終わらせる
ことができる。この理由は、水を貯留して洗浄を行う場合には、洗浄の途中で水を入れ替
えなくてはならず、水の入れ替えに時間がかかってしまうが、オーバーフローで排水させ
ている場合には水の入れ替えが必要ないためである。
【００３６】
　制御部７４は、バブリングによる予備洗浄を開始してから所定時間経過したことを検出
すると、ポンプ５８を停止し、制御バルブ６５、６２、６６を閉じ、制御バルブ６９を開
く。これにより、予備洗浄が終了して、下部槽３２及び上部槽３４に貯留されて予備洗浄
に用いられた水が、制御バルブ６９を経由し排水管６７を通して排水される。
【００３７】
　予備洗浄終了後に消毒が行われる。
　消毒の動作実行時には、制御部７４は、制御バルブ６５を加圧側に切り替え、制御バル
ブ５７を薬液タンク４４とポンプ５８とが連通する方向に切り替える。そして、制御部７
４は制御バルブ６４を開く。さらに制御部７４は、ポンプ５８を駆動させてエアを薬液タ
ンク４４内に送り込むことによって、薬液タンク４４内から消毒液を押し出す。消毒液は
、制御バルブ６４、消毒液給排管５９、下部給排管６８を通って下部槽３２内に送り込ま
れる。
【００３８】
　消毒液は、下部槽３２の下端から導入される。下部槽３２に導入された消毒液は上部槽
３４まで貯留される。
　消毒液が、水位センサ７２の位置に到達すると、水位センサ７２から検出信号が制御部
７４に伝達される。制御部７４は、水位センサ７２の検出信号に基づいて、制御バルブ６
４を閉じるとともに、ポンプ５８の駆動を停止することによって、消毒液の導入を停止さ
せる。
【００３９】
　消毒液が貯留された下部槽３２及び上部槽３４内で消毒が行われる。消毒工程では、バ
ブリングは行われず、内視鏡を消毒液内に所定時間浸漬するだけである。本実施形態では
、消毒時間は５分程度を想定している。
　制御部７４は、消毒を開始してから所定時間経過したことを検出すると、制御バルブ６
４を開けるとともに、制御バルブ６５を減圧側に切り替え、ポンプ５８を駆動させる。ポ
ンプ５８の駆動により、薬液タンク４４内が減圧状態となる。これにより、消毒液が下部
槽３２から吸引され、下部給排管６８、制御バルブ６４、消毒液給排管５９を通って薬液
タンク４４に回収される。なお、薬液タンク４４に戻された消毒液は、複数回の消毒工程
に使用される。
【００４０】
　消毒工程の後、消毒液をすすぐためのすすぎ工程が実行される。
　すすぎ工程において実行される内容は、予備洗浄工程とほぼ同一の内容である。
　制御部７４は、各制御バルブ５７、６２、６４、６５、６６、６９に制御信号を出力し
、制御バルブ６６を開き、制御バルブ６２、５７、６４、６９を閉じる。制御バルブ６６
が開くことにより、水が下部槽３２の下端から導入される。下部槽３２に導入された水は
上部槽３４まで貯留される。
【００４１】
　制御部７４は、水の導入開始と同時に、制御バルブ６５を加圧側に切り替え、制御バル
ブ５７をポンプ５８と給水管５４とが連通するように開く。同時に制御部７４は、制御バ
ルブ６２を開き、ポンプ５８を駆動させる。ポンプ５８の駆動によって、エア吸排口６０
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から空気が導入されて、制御バルブ５７、６２を介して給水管５４から下部槽３２内にエ
アが送り込まれる。
　エアは下部槽３２から上部槽３４まで気泡となって槽内を移動し、バブリングによるす
すぎが行える。
【００４２】
　すすぎ中は、制御バルブ６６は開いたままである。このため、すすぎ中は、下部槽３２
から常に新しい水が導入される。そして、上部槽３４の接続部収容部３８の背面側に形成
されたオーバーフロー排水部４８から、水がオーバーフローして排水管５０に排水される
。
　このようにすすぎ中は、常に水を供給し続けてオーバーフローで排水する。水を供給し
続けてすすぎを行うことで、水を貯留してすすぐ場合よりも短時間ですすぎを終わらせる
ことができる。この理由は、水を貯留してすすぎを行う場合には、途中で水を入れ替えな
くてはならず、水の入れ替えに時間がかかってしまうが、オーバーフローで排水させてい
る場合には水の入れ替えが必要ないためである。
【００４３】
　制御部７４は、バブリングによるすすぎを開始してから所定時間経過したことを検出す
ると、ポンプ５８を停止し、制御バルブ６５、６２、６６を閉じ、制御バルブ６９を開く
。これにより、すすぎが終了して、下部槽３２及び上部槽３４に貯留されてすすぎに用い
られた水が、制御バルブ６９を経由し排水管６７を通して排水される。
　排水が完了すると、洗浄消毒工程が終了する。
【００４４】
　なお、上述してきた実施形態では、洗浄消毒工程として、予備洗浄及びすすぎにおいて
バブリングを実行するようにしたが、本発明としては特にこの構成に限定するものではな
い。
【符号の説明】
【００４５】
１０   内視鏡
１１   挿入部
１２   操作部
１４　 接続部
１６   ケーブル
３０   内視鏡洗浄消毒装置
３２   下部槽
３４   上部槽
３６   操作部収容部
３８   接続部収容部
４０   蓋
４１   カバー
４３   保持部
４４   薬液タンク
４５   挿通孔
４６   流通孔
４８   オーバーフロー排水部（切り欠き部）
５０   排水管
５２   第２の切り欠き部
５４   給水管
５５   収納部
５６   エア供給管
５７，６２，６４，６５，６６，６９ 制御バルブ
５８   ポンプ
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５９   消毒液給排管
６０   エア吸排口
６１   分岐部
６７   排水管
６８   下部給排管
７０   外部排水部
７２   水位センサ
７４   制御部
７６   操作部
７９　 手動バルブ
８０　 水道管

【図１】 【図２】
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